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1. はじめに 
オンラインショッピングサイトの利用者は年々増加して

いる．サイト内の各商品には，商品スコアとその商品に対

しての感想であるレビューが投稿されている．各レビュー

にはレビュースコアやレビュー本文などが含まれ，商品ス

コアは，Amazon1や楽天市場2においては，その商品に投稿

されているレビュースコアの平均である．商品の購入を検

討するユーザ（以下「購入者」という）は，各商品を比較

する際に商品スコアやレビューを参考にする． 
しかし，1 商品につけられているレビューの数が多い場

合，購入者が複数の商品のレビュー全てに目を通すには時

間がかかる．レビューに目を通さず，商品スコアのみで比

較することができれば，購入者の手間を省くことができる．

現状のレビュースコアは 5 段階評価でしかつけられず，商

品スコアは，レビュースコアの平均で計算されるため，レ

ビュー本文を反映していない．細かいレビュースコアとレ

ビュー本文を反映した商品スコアの方がより参考になると

考えられる．また，1 商品におけるレビューを比較する場

合，レビュースコアは 5 段階評価であるため，同スコアの

レビューに対しては，購入者はどのレビューから読むかを

決める判断材料がない． 
本研究では，商品に投稿されているレビュースコアを再

計算し，それを基に商品スコアを再計算する手法を提案す

る．レビュースコアを再計算することによって，レビュー

スコアが 5 段階評価からより細かい数値になるため，同ス

コアのレビューが減り，購入者がどのレビューから読むか

の判断材料となる．また，レビュースコアが再計算によっ

て，レビュアーの意見がより反映されたスコアになったと

すれば，その平均で計算される商品スコアは商品の比較の

際に有用なものとなると考える． 
実験では，楽天市場データ[1]からランダムに 100 件の商

品を選び，再計算前と再計算後のスコアの比較を行った． 

2. 関連研究 
商品スコアの再計算に関する研究として，Zhang ら[2]の

研究がある．Zhang らは，レビュー本文からレビュースコ

アを予測する学習モデルを作成後，それによって算出した

レビュースコアとレビュアーの信頼性を組み合わせること

で商品スコアの再計算を行った．本研究では，1 レビュア

ーが書いた全レビューの文字数の中央値と，そのレビュア

 
1 https://www.amazon.co.jp/ 
2 https://www.rakuten.co.jp/ 

ーが書いた再計算対象のレビューの文字数を比較する．文

字数の中央値より文字数の多いレビューは信頼できるとし

て，レビュースコアを増減させる． 
レビューの文字数とレビューの有用性の関係を調べた研

究として東野ら[3]と Zhou ら[4]の研究がある．東野ら[3]の
研究において，レビューの文字数が多いほどレビューの有

用性が高くなることが報告されている． Zhou ら[4]の研究

では，レビューの長さはレビューの有用性において有意で

あることが報告され，テキストで表される特徴よりも数値

で表される特徴の方が重要であることも報告している．本

研究では，レビューの文字数に着目してレビュースコアと

商品スコアの再計算を行う． 

3. レビュースコアと商品スコアの再計算手法 
本節ではレビュースコアと商品スコアの再計算手法につ

いて提案する．提案手法は 1 商品内の各レビュースコアを

レビュアーごとに再計算することにより，商品スコアを再

計算する．再計算は以下の手順で行う． 
1. 1 商品を選択し，その商品の全レビューを収集する． 
2. それぞれのレビューを書いたレビュアーの全ての

レビューを収集する．各レビュアーに対して，レ

ビューの文字数の中央値を基にレビュースコアを

再計算する． 
3. その商品のレビューについて，手順 2 で再計算した

レビュースコアの平均をその商品のスコアとする． 

3.1 レビュースコアの再計算 

本手法は，1 商品内のレビューごとに，それぞれのレビ

ューの文字数と，各レビューを書いたレビュアーの全レビ

ューの文字数の中央値を基に，レビュースコアの再計算を

行う．東野ら[3]と Zhou ら[4]の研究において，レビューの

文字数が多いほどレビューの有用性が上がることが報告さ

れている．これを利用し，レビューの文字数が多ければレ

ビュースコアを加点し，少なければ減点する手法を提案す

る．各レビューの文字数の大小は，レビュアーが投稿して

いる全てのレビュー文字数の中央値と比較することで決め

る．レビュースコア 3 点以上のレビューに対しては，文字

数が中央値よりも大きければ普段よりも丁寧にレビューを

書いているとしてスコアを増加させ，少なければ普段より

も適当にレビューを書いているとしてスコアを減少させる．  
1レビュアーの全レビューを𝑢𝑟ଵ, … ,𝑢𝑟௠で表す．レビュー

𝑢𝑟௜ሺ1 ൑ 𝑖 ൑ 𝑚ሻのスコアを𝑢𝑟௜
௦，文字数を𝑢𝑟௜

௧とする．1 レビ

ュアーの文字数の中央値を𝑢𝑟௧෪，最大値を𝑎，最小値を b と

する．あるレビュースコア𝑢𝑟௜
௦が 3点以上の場合の再計算後

のスコア𝑢𝑟௜
௥௦を次式で計算する． 
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レビュースコアが 3 点未満のレビューに対しては，普段

よりも丁寧に書いているレビューはスコアを減少させる方

が適切であると考え，スコアの増減を逆にした．レビュー

スコア𝑢𝑟௜
௦が 3点未満の場合の再計算後のスコア𝑢𝑟௜

௥௦を次式

で計算する． 
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1 商品につけられているレビューが与えられた時，各レ

ビューに対して，上記の計算を行うことで，レビュースコ

アの再計算を行う． 

3.2 商品スコアの再計算 

1 商品のレビュースコア全てを再計算後，レビュースコ

アの平均を新たな商品スコアとする． 

4. 実験 

4.1 実験データ 

実験は，楽天市場データ[1]中の商品レビューデータを用

いる．実験対象の商品は，レビュー数が 100 件から 500 件

の商品 49,608 件からランダムに選択した 100 件の商品とし

た． 

4.2 実験結果 

図 1 は，ある 1 商品のレビュースコアの再計算前後での

レビュースコアを比較した図である．この商品には 209 件

のレビューが付与されていた．縦軸がレビュースコアで，

レビュースコアの降順で並べたものである．再計算によっ

てレビュースコアは細かい値になり，同スコアを持つレビ

ューが減少した．スコアが変化しなかったレビューは，

209 件中 47 件あった．また，スコアの変化量が+1.0 もしく

は-1.0 になるレビューが 63 件あった．このため，スコアの

再計算後にレビュースコアが 1 から 5 までの整数値となっ

たレビューが 52%を占め，同スコアを持つレビューがあっ

た．100 商品それぞれに対して，再計算後にレビュースコ

アが整数になったレビューの割合を求めたが，平均 31%だ

った． 
図 2 は，100 件の商品の中で，再計算前の商品スコアの

上位 10件に対して，再計算前後での商品スコアの変化であ

る．縦軸は，商品スコアを表している． 

5. おわりに 
本研究では，レビュースコアと商品スコアの再計算手法

を提案した．レビュースコアの再計算は各レビュアーの全

てのレビューの文字数の中央値に基づいて行った．再計算

したレビュースコアの平均を新たな商品スコアとした． 

実験の結果，レビュースコアを再計算によって 5 段階の

数値から細かい数値にすることができたが，整数で同スコ

アをもつレビューが残った． 
今後の課題として，レビュー数が少ないレビュアーへの

対応やレビュー数の少ない商品に対して本手法を検討する

ことが挙げられる． 
 

 
図 1 ある商品のレビュースコア 

  

 
図 2 再計算前後の商品スコアの変化 
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